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原⼦⼒発電所の運⽤に関わるレジリエンス向上を図るために Safety-Ⅱベース安全探求⽅法論応⽤の⼀環と

して、予⾒するポテンシャルの強化⽅策に関する調査と考察を実施し、効果的な⽅策を策定した。 
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1. 緒言 

原⼦⼒発電所の安全性を継続的に向上させるためには、学習するポテンシャルに加えて予⾒するポテンシ
ャルも強化することが望ましい。原⼦⼒産業においても、他産業の多くにおいても、予⾒するポテンシャル
の向上に関してアクティブな活動がなされている例は多くないが、VUCA の時代とも形容される現代にお
いて、予⾒の役割は無視できないと考えるべきである。本報告では、学習からの知⾒を汎化した学習ベース
の予⾒⽅策を基本とする予⾒ポテンシャル向上⽅策について検討する 
2. 予見の枠組み 

Safety-Ⅱの枠組みでは、予⾒するポテンシャルも重要とされるが、この枠組みの提唱者 E. Hollnagel は、
予⾒するポテンシャルは最も未開発で、最も重要視されていないと指摘している 1)。そしてこのポテンシャ
ルに関して最も重要な要件は、未来について時間や労⼒を割いて考える必要性を受容する組織（企業）のビ
ジョンの存在だとも指摘している 1)。ただ本報告では、原⼦⼒発電所の安全に関する課題に視野を限定して
予⾒するポテンシャルの強化⽅策を検討する。強化⽅策を策定する指針の⼀つとして、重要情報が提⽰され
ていながら予⾒に失敗する事例の背景要因が視点の多様性⽋如であるとの指摘 2)は貴重な⽰唆を含んでお
り、その意味で他産業における経験的知⾒を原⼦⼒に「我が事化」する視点は重要と考える。 
3. 予見機能の実装 

学習するポテンシャルに関して導⼊した他産業で経験され、かつ過⼩評価された「弱い信号」の内容を汎
化して原⼦⼒発電所に適⽤する⽅式は、多様な産業分野における固有の認知・⾏動様式を異分野から追跡体
験できるという意味で、多様性の維持に相当する効果を持つ。また正常性バイアスなど認知バイアスの回避
にも貢献できる。原⼦⼒以外の分野で経験された事例を対象としてこの⽅式の適⽤を試み、原⼦⼒分野にお
ける予⾒するポテンシャルの強化⽅策としての有効性を確認した。 
4. 結言 

 予⾒するポテンシャルの強化に関して、弱い信号の汎化を活⽤する⽅策の実⽤性を確認できた。 
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